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奨学金情報の提供方法

問29 あなたが奨学金の情報を入手するために、どのような情報ツールが効果的だと考えますか。（複数回答可）

【基数：対象者全員】

インフォメーションシステム　お知らせ

インフォメーションシステム　個人伝言

奨学支援グループのホームページ

奨学金情報に関するLINEでの発信

正門左手等の掲示板

奨学金情報に関するLINE以外の
SNS（Twitter等）での発信

奨学金に関する情報が自動送信
されるメーリングリストへの登録
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インフォメーション機能の活用が効果的

奨学金の情報を入手する手段として効果的だと考える媒体は、割合が高い順に、「インフォメーションシステ

ムの個人伝言」が60.0％、「同システムお知らせ機能」が44.5％、「奨学支援グループのホームページ」が21.8％

という結果になった。

上記結果から、個人伝言やお知らせ機能のような、本学から発信する奨学金の情報ツールについて効果的だ

と考える学生の割合は高いことがわかる。しかしながら、奨学支援グループのホームページを利用するような、

自発性を要する情報ツールを効果的だと回答する割合は低い。

また、本学から提供される奨学金の情報を入手するツールの中でも、LINE等のSNSでの配信は25.1％と、既

存の情報伝達機能に比べてまだまだ効果的だと思われていないことがわかる。しかし、ホームページよりSNS

での配信の方が、回答した学生の割合が高かったことから、今後の導入について検討すべきであろう。




